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第
十
七
餘

(

一八一二

〕

雜
パ
錄

3
力アドォ地代

c
iの先縦
.

昆
の
相
違
は
、.
兩
者
が
夫
々
惯
用
す
る
所
の
硏
究
方
法
、步
を
期
し
雛
い
で
あ
ら
う
'

第

十

爭

ニ

0
ニ 

若
し
リ
カ
ア
ド
オ
R
し
て

の
相
違
に
起
因
す
る
。
即
ち
細
心
な
る
マ
ル
サ
ス
は
® 

證
的
歸
納
的
觀
照
の
態
度
を
偏
重
し
た
る
の
故
に
、
地 

代
の
發
生
騰
落
に
關
し
て
I
，
現
實
の
世
相
に
照
應
し 

て
數
個
の
原
因
を
保
留
せ
，
る
：は

可

な

る

も
、
若
し
夫
れ 

摩
a
的
惯
値
よ
り
檢
討
す
な
時
は
、
論
理
徒
に
錯
綜
し 

i

然
一
贳
せ
る
連
領
を
求
む
る
に
よ
し
無
き
慽
み
が 

あ
る
o然
る
に
ソ
カ
ア
ド
オ
は
是
れ

ど

趣
.を
異
に
す
る
。
 

彼
れ
の
常
奪
手
段
た
る
油
象
的
演
釋
的
觀
照
の
態
度
は 

眾
獨
原
因
を
抽
出
し
て
是
れ
が
徹
成
的
椎
理
を
試
み
た 

,
0

し
て
吾
人
は
现
今
經
濟
學
の
有
す
る
明
快
^
る
地
代 

の
舰
念
は
、
之
を
マ
ル
サ
ス
に
負
ふ
よ
り
も
寧
ろ
リ
カ 

ア
ド
オ
の
照
な
る
を
斷
言
す
る
を
®
ら
ぬ
。
蓋
し
一
の 

裉
說
は
假
令
典
究
竟
に
：
^

誤
謬
た
ろ
を
鬧
明
せ
ら
る 

、
ド
*
.も
、
仑
は
須
く
:|
-1:ハ
凡
ゆ
る
可
能
的
結
乘
に
於
て
逍

求
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
中
^

^
其
學
說
の
'所
« 

す
'

る

科

學

は':
>

詮
$

.

俗

の
■

水

難

に

蓮

：滞
.

し

、
水

久

し

進•

マ
ル
サ
ス
の
如
く
現
實
の
事
象
に
惑
溺
し
て
汕
象
的
推 

理
を
：排
斥
ル
た
り
S
假
.定
せ
ば
、
兩
漭
の
地
代
論
淨
は 

W
び
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
に
侬
つ
て
殘
さ
れ
た
る
0

^

0
 

莫
た
る
觀
念J

歸
還
し
、
见
に
抓
人
か
放
膽
な
る
瓜
想 

家
が
、
曾
て
ジ
力
.ア
ド
ォ
の
行
へ
る
所
を
敢
て
，行
ふ
に 

至
る
ま
で
依
然
^
し
て
混
沌
裡
に
停
頓
し
た
で
あ
ら
ぅ
 

洵
に
リ
カ
ア
ド
才
は
マ
火
サ
ス
に
對
比
し
、1

層

1
雜 

的
..I

層

學

究

的

で

あ

：つ
れ
の
•で
あ
る
。

斯
の
如
く
に
觀
じ
，來
れ
ば
菩
人
ば
タ
カ
ル
V
ォ
の
地

代
學
說
出
现
以
前
に
於
て
、
t
oに
幾
多
の
先
蹤
の
明
に

存
在
し
た
る
事
實
を
承
認
し
な
け
，れ
ば
な
ら
ぬ
e
乍
併

彼
|
は
{1
々
部
分
的
先
!®
だ
る
に
檸
ま
り
、
且
つ
龠
而

の
時
琪
問
題
に
即
し
て
狹
&
な
る
範
園
に
跼
蹐
せ
る
に

過
ぎ
ぬ
o
然
る
に
リ
力
ア
ド
オ
は
前
人
の
不
明
を
透
徹

し
不
備
を
補
坦
し
矛
盾
を
剔
抉
し
瞹
昧
を
排
除
し
て
、
 

錯

綜

：
せ

る

，
論
'

迎

め

起

伏.

を

平

如

？
.

な

ら

し

め

た

，る

，

®

.

.

み

な
‘
.

ら
t.
、
1:
'
に
，廣
潤
な
る
純
：理
經
濟
學
の
見
地
ょ
り
地
代 

の
性
質
の
十
全
な
：る
究
吸
を
訊
み

|2
。
r
ら
.は
乃
t>
假
：
 

"令
先
縱
の
存
在
如
何
に
顯
著
な
レ
ビ
雖
"
尙
且
つ
ジ
力
、
 

ア
ド
：ォ

が

所

謂

リ

カ
K
1-
ォ
流
地
代
學
說
の
M
IE
の

樹「 

立
者
た
る
事
實
は
、
：斷
.じ
て
»
消
し
能
は
ざ
る
も
の
で 

ぁ
る
。 

.

.

.

.

然
.ら
ば
リ
力
ア
ド
ォ
流
礼
代
學
說
の
本
質
如
何
り
私 

,の
本
項
に
於
.て
目
的
^

せ
：る
所
は
、

«
'£
>
リ
カ
.ア
ド
オ 

S
其
先
職
ビ
の
交
涉
に
限
局
せ
ら
れ
た
る
の
故
に
、
ジ 

力
ア
ド
ォ
流
地
代
學
說
典
物
に
關
し
r
は
、
必
娈
の
^P. 

所

必

要

の

限

度

に

於

て

斷

片

的

に

考

|?
|
し
れ
に
過
ぎ
ぬ 

-

之
を
.興
全
相
貌
に
於
て
*
照
す
る
g
共
に
其
現
代
にf

 

'有
せ
る
地
位
を
檢
討
す
る
は
、
：順
次
向
後
の
硏
究
に
讓 

ら
ん
ビ
欲
す
る
も
の
で
あ
る(

此
取
終)

0

ダ
ム

。

ス

ミ

ス

の
自
凼

主

義

|:
就

て

濱

田

恆

一

恒
久
不
變
な
る
ブ
間
性
は
ア
ダ
ム
。

ス
ミ
ス
が

at
#
 

哲
學
の
根
本
原
理
に
し
.て(

註
1〕

常
に
最
大
宰
福
を
入 

類
に
附
與
す
べ

s

fl
1
の
镳
信
は
そ
の
根
本
思
想
た
り 

'
s
y
o.
之
が
人
間
生
活
の
硏
究
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
も 

の
.
は
即
ち
そ
の
經
濟
學

"
偷
域
學
"
法
學
等
に
.し
て
、 

ス.ミ
ス
は
之
等
を
そ
の
公
表
前
に
於
て
旣
に
遨
德
哲
學 

な
る
»

咿
の
下
に
綜
合
し
た
る
が
如
し(

註
3
 

-
ア
ダ
ム
o
ス 

'、

)

ス
の
见
想
は
或
は
自
_
主
篛
或
，は
宙 

•然
主
義
若
く
は
樂
天
主
マ」

呼
ば
る
、
此
廣
ニ
語
は
皆 

茈
當
に
ん
て
且
っ
此
等
三
個
の
觀
念
は
、
ス
ミ
ス
に
於

笫
十
七
猞(

1

八
1

5
ン
雜
.，

錄

:
ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
の
自
出
生
義

U
就
て

第十號二

 

0
H



锵
十
セ
餘

て
密
着
混
交
し
て
表
明
せ
ら
る
ど
雖
も
、
尙
槪
念W

し 

•

て
は
區
別
甘
ら
.る
、
の
耍
あ
6
。

今
菩
人
は
_
然
主
義
な
る
語
の
下
に
、
'彼
が
S
然
法 

存
在
の
認
識
を
樂
无
主
義
の
下
に
か
、
る
自
然
法
支
配
.

.

の
有
利
な
る
結
果
の
確
信
を
而
し
て
自
曲
主
義
の
下
に

■

上
述
の
雨
者
ょ
1
#:れ
た
る
政
策
的
主
張
を
了
舰
せ
ん 

/
ぞ
す广

f-
t

-

'

l

)
-
.
s
m
i
t
h
.
:

 

I
 P

l
i
s
t
o
r
y

 

o叫 

&

 a
r

t
c

i
b

t

 

L
o

g
i

c

 

:

&
 

M
e

t
a

p
h

i
s

.
c

 

‘ 

s
.

 

P
a

r
a

g
.

 

2
* 

, —  

、

,

(

t t
2

 )

 

$

 

日

Y
T

h
e

o
r

y

 

o
f

 

M
o

r
a

l

 

S
e

n
t

i
m

e
n

l
s

 

o
l
h
.

 

e
.
d
.

 

P

 

队 r
t

 

、
< !
L
 

S
e

c
t

 

i
i

.
c

h
a

p
.
.
3

 

‘

(

.

訪
3

)

. 

S
t

e
w

a
r

t

e »
.

.

“—
.
.
T
h
e

 

.
L
i
f
e

 

■ 

a
n

d
'

^
w

r
i

t

d -g
s
-

 

o
f

 

A
d

a
m

 

s
m

i
t

h
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(

5

第
十
八

11
1

紀
办
英
國
哲
學
風
想
は「

肖
然」

に
關
し
て

ニ
機
の
見
解
を
示
せ
b

傾
向
に
し
て
他
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

ー

、

幸
福
の
硏
统
は
シ
ャ
フ
ッ
ベ

&

.

故

：

「

に

レ

て

純.

舞
®

仰
： .

は

)ぞ
.：

(0
.

银

，
學i

體

：
，
系

，の
' 

敬
£

動
か
す
も
の
«
自
愛
心
に
し
て
人
■女
®

aす
る
ネ
の
ね 

理
性
な
り
。
宇
诳
の
讁
現
象
は
1
大
調
和
に
し
て
萬
有 

は
瓦
に
呼
應
し
て
向
已
の
^
'-
®

を
構
成
せ 

H

S
ミ
ス
の
間
近
に
立
て
ゑ
樂
天
論
^

は
彼
の
所 

謂「

忘
れ
得
ぬ」

フ
ラ
ン
シ
：ネ
•
ハ
ッ
チ
ル
ン
ン
其
人
な

&

 

彼
が
暢
達
な
る
樂
天
論
は
；V

ャ
フ
ッ
ベ
リ
ー
の
そ
れ 

丨
に
近
似
せ
り
、
日
く「

幸
福
は
現
佌
に
於
て
も
不
幸
を 

凌
《
せ
り」

神
は
启
然
の
隨
所
に
：示
現
せ
り「

地
球
ビ
太 

.
ly
i
系
ど
.の
便
利
な
る
配
合
及
働
物
の
#
體
獄
造
は
il
造 

,

者
の
仁
慈
を
立m

し
て
.誤
る
-
®な
し
、
吾
人
の
.苦
*
は
" 

宇
资
づ
父
の
親
切
な
る
ま
^
及
.說
論
な
^S

j

ビ
°
ti
-
.

(

c
o

)

(

K:
f

c

,4
0

: 

S
i

e
p

h
e

a

 

尸
.
.

：
I

.
H

i
s

t
o

r
y

 

o
f
；  

E
n

g
l

i
s

h

 

■
T
h
o
u
.
g
i
l

c-I-
-

け
げ
 

o
 

.'.
I

I
8

t
r

C
e

n
t

u
r

v

 

<
0

L
.

 

i
i

 

p
.
.

 

2

4

-
0 0
. 

w 
.

ぃ
ー
.(

营

)

双
㈡
漱
石
金
集
雜
八
怨
ズ
丑
三
丨
叫
政

依̂
る
.

(

註
，
'

v

 

S
l

e
p

l
i

e
a

 

L
.

 

i
b
i
d
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p
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第
十
七
怨

第

十

雛

I
l
o
A 

&
。
そ
の
神
な
る
觀
念
に
就
て
は
時
にr

神
人」

(

p
e
i
l 

nai 、
G
o
d
)

を
意
味
ず
る
如
き
言
辭
を
發
す
る
事
め
s .
も 

然
も
彼
が
敎
理
は
ス
.ビ
ノ
ザ
0.
汎
_
論
に
一

致

す

る

事
 

寧
ろ
大
な
り
。
彼
に
.於
て
、
神
は
最
早
世
界
の
外
な
る 

支
配
衆
に
非
す
し
て
、
そ
の
裡
し
存
し
、
そ
の
裡
な
る 

翦
象
に
浸
潤
せ
る
力
な
^S 。

か
人
る
神
學
^
密
後
に
結 

合
せ
る
は
彼
が
形
而
上
學
に
し
て
、
ラ
ィ
ブ
ニ
ッ
C
典 

に
彼
比
徹
底
せ
る
樂
天
論
者
な
り
き
。
存
在
す
る
も
の 

は
皆
疋
し
く
、
此
の
.最
善
な
る
世
界
の
®
物
は
最
善
な 

b
宇
宙
に
は
眞
實
、
锒
惡
な
る
も
の
存
す
る
礙
な
く
、
 

飞
の
在
る
如
く
に
見
ゆ
る

は
皆
吾
人
が
無
昝
の
結
果
な 

說
け
义
¥

>

而

し

て

ア

ダ

ム
*

ス
三

ス

は

、
詩

人

。ホ
I

プ
S

共

に

こ 

の

流

を

汲

め
b

(
1

八
一
四
>

.,

雜

錄

ア

グ

ム

*

.

ス_

ミ
ス
：ゅ
自
曲
虫
親
|-
就
て

、.1

はV

ト
ラ
ー
等
が
悲
觀
的

等
が
樂
觀
的
全
れ
'

.

ポ
ー
ブ
は
其
-|
'
人
間
論
.

」

に
於
て
日
く
、
人
は
遂
に
世 

タ
ー
が
哲
學
の
全
界
の
大
を
知
る
能
，は
中
。
吾
人
は
坶
が
人
間
に
制
御
诊

一
一
f

0

硏

究

を

れ

.へ
6

。

一
 

は

純

a
的

研

究

に

レ

て

#
 

は

實
踐
的
硏
究
な

り

。

後
者
は
©
く

措

き

、

前
漭
は
行 

) 

I 

,
爲
のr

適
佐」

及「

功
過 
一

(propriety and impropriety, 

,merit and 

demerit)

の
問
®
を
論
せ
9
。
而
し
て
之
等 

|

を
識
明
す
6
に「

同
情」

(sympathy) 

€彼
が
呼X

る 
|

心
理
作
用
を
以
て
せ
り
。

\

之
に
對
し
r
®
«論」

に
於
て
は「

彼
自
ら
の
狀
態
を 

改
善
せ
ん
^
.す
る
，萬
人
の
自
然
的
努
力
は
、
S
由
及
« 

保
：を
伴
つ
て
作
用
す
る
を
許
さ
る
、
時
は
®
る
有
力
な 

•る
原
.理
れ
る
を
以
て
何
等p

助
力
な
く
、
そ
れ
の
み
，に 

て
惟
り
社
會
を
富
セ
繁
榮
.に
齋
す
の
み
な
ら
す
、
亦
人 

.

法
の
庸
愚
が
、
依
つ
で
、
そ
の
活
動
を
艇
々
妨
樂
せ
も 

數
多
の
不
艘
な
る
隙
阻
を
克
服
し
得
る
も
の
な
b」

€

云
へ
り(

註
7) 

，

玆
に
於
て
か
、

ス
ミ
ス
_の
：兩
著
は
全
く
異
れ
る
源
理 

の
上
k
樹
立
せ
ら
れ
た
る
'
異
れ
る
ニ
恐
想
を
表
明
せ 

ぶ
ミ
ス
の「

道
漉
情
操
.論」

植
遒
德
に
關
し
.
る
に
非
^
や
€
の
疑
問
'を
起
さ
し
1/
。

C
I

八
5)

..
雜
錄
ブ
ダ
な
ス
ミ

S
:岿叻主義

U
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笫
十
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第
十
七
怨
n

A

H

O
賴

0

ア

ダ

ム

•
ス

ミ

ス

r
册

の

疑

問

4 :
對

し

て

最

も

太

膽

に

「

然

り

し

ビ

答

え

た

 

る
は
ス
カ
ル
チ
ン
ス
キ

—

な

タ

。

彼
は
ス
ミ
ス
の
兩
^
を
以
て
、
全
然
相
反
せ
る
も
の 

t
な
し
、
そ
の
變
化
の
原
因
を
雨
著
刊
行
の
中
間
に
g 

3
れ
た
る
佛
國
旅
行
に
歸
せ
る
も
、
キ
ヤ
ナ
ン
の「

レ
ク 

、チ
'-
ア
L發
見
は
ハ
牝
の
考
を
^
ぐ
裰
し
；
.今
日
に
於
て 

は
へ
佛
國
旅
行
は
、
>

ミ
ス
の
*
本
思
想
を
變
革
せ
し 

め
ず
^
い
ぅ
に
一
致
せ
り
。

へ
ノ 

然
ら
ば
、
兩
個
の
忽
想
が
紋
#
せ
&
ビ

せ

ば

'
如
何 

に

し

て

調®
せ
^

べ
き
や
。
 

\ 

ヘ
ン
-;—

、

マ
ス•
バ
ッ
ク
ル
は
、

そ
の
英
國
文 

⑴
史

に

於

てa
く「

此
の
最
傲
な
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
a 

想
家
の
哲
學
を
..
T
解
せ
ん
が
爲
に
は
兩
著
は
.
一
の
も
の| 

ど
し
て
俎
考
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
等
は
實
は
同 

1

題
目
の
ニ
分
岐
に
す
ぎ
ざ
れ
ば
な
レ」

在
0然
る
に
更

に
！
！
！

く

「

ス

ミ

ス

は

、
實

際

に

は

不

可

分

な

る

諸

性

質

を

 

そ

.

^

F

索

に

於

て

分

離

.せ

し

め

■
情

，操

論

し

に

於

て

.

.

.
故

五

w

の

自s

主
義
に
就
て 

第

十

.雛

.

ニ

〇
六

人

の

行

爲

を

同

俯

：に
！®

.

'

し「

_

富

論

」

に

於

て

は

利

己

に 

歸

せ
6

。

か

ぐ

て

ス

ミ

ス

は

前

著

に

於

て

假

足

：せ

.る
前 

提

を

後

者

に

於

て

全

く

養

觅

せ

り

、

然

も

兩

著

は

個

 々

別

々

の

も

に

非

ず

し

て

廣

き

思
f t

の

結

*

な

り

」

^

、 

(

f

〕

即

ク

ル

は

兩

著

が

全

然

別

個

の
.

原
理
•に

甚 

け

る
t

然

も

和

瓦

に

補

足

的

な

り
^

せ

り

。

之

を

聞

い 

て

吾

人

は

「

國

甯

論

」

全

舞

を

通

じ
"

一
度
も「

同

# /」

な 

る

語

に
0

0

せ

ざ
h

v

し

を

想

起

す

る

皮

典

に

「

情
»

論

」

 

に

於

て

は

「

&

利

」

な

る

語

が

屢

見

出

さ

れ

た

る

の

み

な
 

ら

中

却

つ

て
1

I 1
S

多

の

場

合

に

於

て

、
稱

揚

す

べ

き
 

原

則

な

り

」

ぢ

記

せ

ら

れ

た

る

を

看

過

す

る

能

は

沪

。

第
二
の
所
說
は
ス
ミ
ヌ
の
形
而
上
學
を
以
て
兩
考
を 

結
合
調
和
せ
ん
^
す
る
も
の
な
り
，。
利

己

及

同

情

が

0
 

種
の
原
理
な
る
を
承
認
し
て
尙
其
の
赀
後
に
在
る「

見 

A
さ

る

手

」
の

導

を

：信

：
せ

ん

^
す

，る

も

の

な

办

。

菩

人

は

此

の

說

を

非o

る
能

は

ず

。

か

、
る
形
而
上
學
的 

紳
^

*

的
.
.信

念

は
.

ス
.

ミ

ス

が

全

M
想

の

极

底

に

し

て

從

づ

セ
利
己
同
情
亦
之
，か
埒
外
に
出
る
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。

.

然
し
乍
ら
參
人
は
此
說
に
充
分
な
る
滿
足
を
感
ず
る
; 

能
は
ず
。
所
謂「

見
え
ざ
る
手」

の
導
は
ス
ミ
ス
が
;m
想 

全
體
の
調
和
者
に
し
て
特
に
此
の
場
合
の
調
和
原
理
た 

ら
ざ
れ
ば
な
り
。
か
く
る
原
现
な
し
ぢ
す
る
も
ー
個
の
一
. 

見
解
た
る
^,
'
#ベ
き
も
”
亦

ぁ

る

べ

し
^
の
推
足
も
必
： 

ず
し
も
根
據
な
き
に
非
ざ
る
べ
し
。
 

.

元
來
ス
-ミ
ス
に
於
て
は
尚
然
は
ノ
を
の
作
用
を
及
ぼj 

す
に
當
ク
て
人
の
本
性
を
通
ず
る
を
.常V 」

せ
り
。
.IE
義 

の
爲
に
憤
怒
を
生
產
力
發
達
の
爲
に
交
換
傾
向
を
附
與 

せ
る
如
く
、
利
己
利
他
の
調
和
の
爲
に
も
、
何
等
か
の 

本
性
をs

然
は
人
類
に
患
與
せ
る
W
な
か
6
し
や
。

一
 

.ク
ィ
.ン
テ
ル
ハ
ン
ヾ
ト
は
之
を
求
め
て
.社
會
的
P

.9
本
.
‘
 

能

(Grundtldeb 

der geselischaftlichep 

A-uswieicil- 

'c
n
g

)

を
得
た
b
o日
く「

ヒ
f

ム
及
スV

ス
に
從
へ
ば
、 

偷
理
.生
活
の
现
象
は
總
て
、
同
情
I

の
心
理
的
基
#. 

^
す
る
社
會
注
活
に
根
ざ
せ
る
も
の
な
彡

。
經
濟
學
の 

m
十
七
卷
バ
ー
八
一
七y

 

,
,
雜

-'
錄
ア
ダ
ム
*スミス

始
丽
は
そ
の
偉
大
な
る
.哲
學

者

の

友

人

ミ

共

に

，
.外
麂 

財
の
交
換
界
に
見
出
し
た
る
如
き
私
利
の
調
節
を
、
同 

情
的
感
情
移
入
の
機
制
の
中
に
猜
れ
り」(
註
9)

「

兩
著 

の
一
は
洽
も
A.
,̂
1
を
ホ
ッ
ブ
ス
，ょ
り
學
ベ
る
^2

己
保
存 

.
衝
動
の
見
地
ょ
b
の
み
而
し
て
社
會
.生
活
を
®
人
對
® 

人
の
鬪
淨
ど
し
て
の
み
觀
凝
せ
る
に
對
し
"
他
の
'
著 

作
は
同
情
に
於
て
殆
ん
ざ
反
對
の
根
本
見
解
を
示
せ
る 

の
獅
め
b

o然
れ
共
、
ス
ミ
ス
に
於
て
道
德
铒
學
が
利 

己
的
本
能
•の
調
節
を
其
の
對
象
に
布
す
る
？
せ
ば
、
か 

の
經
濟
書
は,

生
活
の
機
制
に
依
り
て
、
彼
等
ハ
利
己
ど 

同
情)

の
！
1
に
生
じ
た
.る
外
的
且
つ
，1:
!

然

的

必

然

な

調
 

I 

如b
i
e

 ai\sserHche 

und 

Bturnotwendige Ausglei- 

一c
h
u
n
g
¥
J
M
^

せ
る
も
の
な
ぢ
。
其
り
外
観
的
相
違
に 

も
拘
ら
ず
兩
著
は
、-2 !

然
的
社
會
性
ピ
文
)̂

及
道
徳
■刚 

、
者
の
根
£
な
纟
€
す
る
雄
本
思
想
を
典
通
に
せ
り」

S 9

(

S

)

 

ベ

這
般
の
見
解
ど
、
バ
ッ
ク
，
の
^
れ
だ
の
中
間
を
行
け 

の
自
山
議
U
就V

 

第
十
雛
ニ
〇
七

•



蠄

十

七

卷

(

一
八
一
.

八〕

雜

錄

ア
T

ふ
‘
ス
f
ス
の

證

義

に

傭

て
 

猶
十
I 

一
 

5

1

る
如
.き
は
、
ア
ル
べ
ル
ト*

ラ
ン
ゲ
の
所
說
な
り
。

「

1

論
/
に
於
て
、
IM
I

俯
に
依
る
利
己
的
本
徙
の
紙 

部
を
鼦
め
.#
ベ
しW

す
る
に
於
て
グ
ィ
ン
デ
ル
パ

ン
ト 

に
近
づ
‘
S
て
パ

ッ
ク
，ル
.
‘よ
6

離
れ
^

窝
論
が
同
偕
作
.用 

の
及
ぜ
ざ
る
箱
腿
に
就
て
論
^

ち
ビ
な
す
に
於
て
、
寧 

ろ
グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
よ
り
も
バ
ッ
ク
ル
に
傾
け
る
も
の 

多
し
0

,

，彼
は
ノ

ク
ル
の
說
を
引
用
し
た
る
'後「
併

し

乍

ら

余 

似
果
し
て
ス
三
ス
が
充
分
な
る
意
.識

を

以
て
柚
象
的
方 

法
を
僅
用
し
、
そ
の
著
作Q

 J

つ
；に
於
て
.は
人
間
を
利 

S
主
義
の
み
よ
々
、

他
の
：
|
つ
に
於
て
は
同
惝
の
み
よ 

'5
)
,,
:
|
:
«'
.せ
し
め
た
る
や
を
疑
ふ
も
の
な
り
。
反
對
に
五
ロ 

人

：^
を
の
遒
德
論
の
到
る
處
！̂

人
間
0
打
爲
が
を
9 

本

,®
的
®
泰
に
：於
て
は
利
已
的
に
し
て
た)

同
晴
の
影 

響
に
依
6

'T
の
み
綏
.和
せ
4
る
、
^
の
意
站
を
看
.取
し 

得
る
な
り
。
國
赏
論
に
於
て
は
、
.
ス
ミ
-
ス
は
同
情
の
直 

接
作
用
が
始
ん
ぞ
：落
に
し
て
尤
ゃ
そ
の
間
接
作
用
即
ち

國
家
に
依
る
_

利
の
保
饑
の
み
間
題
ど
な
る
?

彼
の 

考
え
た
る)

範
圓
を
取
鞭
へ
.
b

o例
へ
ば
情
操
論
®
ニ
編 

第

一

一

部

第

ニ

章

に

於

て

『

富
4
名
#
等
の
競
走
に
於
て
之 

を
追
ひ
越
す
爲
に
全
力
を
倾
倒
し
て
差
支
へ
な
き
も
、 

若
し
之
7

突
き
.倒
す
如
き
事
あ
ら
ぼ
、
觀
察
者
の
游
恕 

全

停

Jr
.す』

ど
去
へ
5
0

這

般

の

，
所

言

は

全

體

が

、 

各
彻
人
の
富
の
追
求
に
於
て
最
も
良
く
富
裕
に
近
づ
ぐ

 

さ
す
る
姐
想
^

頗
る
自
出
度
く
結
合
す
。
赏
の
角
逐
ょ 

り
發
す
る
#

害
.が
‘、そ
の
絕
M

に
達
し
れ
る
時
、如
何
な 

る
^
?の
な
る
ベ
き
か
を
彼
は
未
だ
知
レ
ざ
々
き
又
、
知 

れ
る
帳
り
^

於
て
は
彼
は
そ
を
不
可
變
な
る
も
の
と
 ̂

t
 

&

、
.ろ
弊
畨
に
&

抗
し
て
打
ち
览
つ
ベ
き
如
.き
同 

傾
を
«

は
知
ら
ざ
り
し
な
6

し
ど(

独
11
0

强
烈
な
る
自
利
の
欲
求
が
、
內
心
の
聲
を
後
.駕
し
て 

そ
の
力
を
掘
ふ
事
あ
る
は
、
洵
に
ス
ミ
ス
が
01
J
か
に
認 

め
た
る
處
に
し
て
、
道
徳
情
操
が
時
に
野
心
の
爲
に
腐 

,)
&

せ

し

め

ら

る
\

を

論

じ

た

る

「

情
«

論
し
®

1

■

第

n
1

部
.第
三
*

の
如
き
'、
第
三
版
に
於
：て
ほ
ス
.ト
'ア
哲
學
を
：

：
以
上〔

ビ
稍
.々

行
き
方
を
興
に
せ
る
、
調
和
の
企
圖
は 

.

•,
論
じ
た
.る
章
に
し
て
改
訂
第
六
版
に
於
て
瑰
れ
た
る
も
藤
井
健
ニ
郞
傅
士
の
試
_み
&

れ
/?
.
る
も
の
な
り
。

,

:
:
L
:

の
な
!>
'
.

(

就
12
>
併じ乍ら吾人は、
ランゲの細く、：

ア

■ダ
ム
®
スミ

：.

ス
が
そ
の
患
想
體
系
ょ
り
功
利
の
原 

,.
:

:
國
富
論
に
於
'け
る

自
利
的
欲
'求
が
，
か
V

る

範
I I

の
も
ベ
理
を
金
然
除
去
す

る

事
な
が
6

し

は

、
夙
に
ス
チ
-
ア
I 

の
を
主
ヒ
せ
b
ビ
は
考
ふ
る
を
得
ず
o
.寧
ろ
反
*
に
大
一
ト
の
注
意
せ
る
處
な
る
が(

註
14〕

こ
の
功
利
の
原
理
に 

體
に
於
，て
は
正
義
を
破
る
事
な
き
も
の
に
し
て
、
た
ビ
依
つ
て
傅
士
は
ス
ミ
ス
の
思
想
を
結
合
せ
ん
皮
す
る
も 

時

に

然

る

事

あ

>
之

に

管

て

國

權

の

干

渉
0

f

 

'

'
,:■
:を
認
容
せ
る
も
の
な
信
せ
ん

e
す
。
元

來

ズ

ミ

ス

.
ス
ミ
ス
は「

情
操
論」

の
第
：

1

縮
及
第
ニ
編
に
於
て
、

…

へ

ぃ

：

:
'
は

 

j

人

間

行

爲

の

適

杏

が

同

情

に

依

ダ

，
'
功
過
が
當
該
行
爲 

茁
_
の
支
持
者
^
る
.職
分
は
觅
に
そ
の
|
部
に
ず
ぎ
ず
の
及
ぼ
す
利
用
の
如
何
に
依
な
で
刹
宛
せ
ら
る
、
を
論 

I

V
 

i

じ
た
る
を
以
t
l情
檄
論J

は
本
來
同
情
及
利
用
の
ニ
元 

:
然
る
に
自
利
，心
の
有
力
.ど
普
遍
ば
、

そ
の
兩
主
：著

の

.

論
の
上
に
立
つ
も
の
な
り
。
然
る
に
利
用
ミ
は
欲
^
の 

各
所
に
說
■か
れ
た
b
p
:若
し
國
富
論
に
於
け
る
自
利
心I

滿
足
の
謂
に
し
て
，
自
己
の
欲
望
滿
足
を
欲
す
る
心
は 

' .

.に
し
て「

同
情
の
直
楼
作
用
を
殆
ん
ぎ
零
な
ら
し
む」

る

即

利

已

心

な

9
。

か
く
て
：結

周

「

情

操

論」

は

利

己

同

情 

程
に
强
暴
な
せ
ん
が
、國權の干渉に就ての彼

」

の
|
コ
2
_た
る
《
6
。
又
阈
赏
論
に
於
て
も
到
る
處
に 

が
言
辭
の
餘
b

u微
弱
な
.る
を
怪
し
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
利
己
心
が
論
せ
ら
れ
殆
ぞ
之
を
级
て
唯
ー
の
®;
力
因
€ 

U

り
:'
0

:
 

' 

,
. 

な
せ
る
の
«

>

。̂.
か
べ
て「

情
»
論」

が
そ
の
上
に
立 

第
十
七
卷(

一
八1

九
、て

雜

錄

.ア
ダ
ム
♦
ス
.
5
;
ス
の
自
由
主
義
^
就
て

 

笫十鉞ニ〇

.̂



第
t
七
^

(

ー
八
ニ
0)

雑
.

錄

ア
ダ
ム9 ,

ス
ミ 

て
：る
双
脚
の
一
つ
は
同
時
に「

國
富
，」

が
立
て
る
脚 

な
-
^
.然
れ
共「

國
富
論」

亦
双
.脚
の
.上
に
立
て
る
も
の 

‘に
し

て

、
他

の

ー

脚

は

即

疋

義

»
-
、̂
然

な

に1£
義
炙 

同

情

ば

傅

士に
徙
へ
^
 

'
直

楼

結

合

し

#

る
概
念
は
非 

る
を
以
て
V
之

が
爲

に

は

媒

介̂
必
：要
^
す

。

か

、
る 

媒
介
を
な
す
も
.の
は「

幸
_」
な
る
觀
念
な
り
0
、
‘パ 

前
述
の
如
く「

情
操
論」

は
利
用
を
道
德
原
理
の
了
し 

.しH

認
め
：̂

る
：£
、
利
用v

は
需
要
滿
足
の
：
對
象
に
下 

す
評
語
に
し
て
、
偷
要
_

&
«3
豸
_
ば
幸
福
«
双
の
，
» 

要
な
る
要
素
に
し
て
ス
ミ
ス
亦
幸
.福
が
平
安
さ
享
樂
€ 

ょ
&
成
る
を
云
へ
る
が
故
に
、
彼
は
そ
の
倫
理
學
に
於 

て
幸
福
^
道
徳
^
を
結
合
甘
し
め
た
る
:̂

^V。

.

'.I

方「

.國
®

ff
%」

に
於
き
て
％
同
檨
に
し
て
、
«
_
生 

活
«

自

利

心

滿

足

の

爲

に

行

は

る

.

.
。
：
，：
何

の

爲

に

自

利

心
 

は
滿
足
せ
レ
め
ら
る
\!
や
。
幸
福
獲
得
の
爲
ミ
答
え
ざ

る
を
得
ず
。
.か
く
て
兩
個
の
著
作
は
共
に
幸
福
な
る
觀 

念
を
、揭
げ
た
各
事
に
於
て
結
务
調
和
す
る
も
の
な
知
。

へ
自
曲
主
顏
|-
就
弋 

髂

十

號

ニ
 

1
0

か
、
る
翁
福
Q
る
目
的
槪
念
好
個
人
の
意
識
中
に
# 

す
る
：は
明
な
.り
7
J
.
す
る
'も
.然
も
個
人
が
之
の
爲
に(

ぎ) 

行
爲
す
る
：も

の€
ス
ミ
ス
が
考
ふ
.る
事
な
か
り
し
は
博 

士
自
ら
0
認
め
ら
名
\
處
に
.し
て
、
ス
ミ
ス
は
幸
福
を
. 

以
て
：刺

の

攝

理

の

中

に

存

す

ビ

說

け

る

な

り

。

之
れ
に 

依
吻
て
博
士
の
說
亦
：フ
ス
ミ
.ス
：の
形
而
上
學
に
關
聯
せ

"
以

上

の

幸

福

、
神

の

攝

理

及

個

入

の

平

等

，
等
の
：槪 

念
が
媒
介
概
念
S
な
b
同

情

？
正

義-"
is
に
利
己
を
も 

結
合
す
る
に
到
れ
る
^
&
ど
博
士
は
謎
か
れ
た
る
も
の 

の
如
し
S
15〕 

，

:
博
±

の
所
說
は
、
洵
に
聲
然
且
っ
巧
妙
に
し
て
其
他

の
所
說
が
瞹
昧
の
中
に
過
ぎ
た
る
處
を
明
瞭
に
し
、
且

.つ
、
從
來
比
：較
的
閣
却
せ
ら
れ
た
る
ス
ミ
ス
の」

而
即

も
、
そ
の
功
利
ホ
ー
_

的
恩
想
を
> 
カ
强
ぐ
復
活
せ
し
め

れ
る
事
に
依
り
て
语
入
を
提
掖
す
る
事
大
な
る
ネ
、
然 

も
®
人
は「

ス
ミ
ス
は
功
利
海
籤
者
_双
る
：事
,:
'
'ヒ
.-
3
.丨

.̂
.'ょ

4

冬

.少

な

を

。

‘
被

に

て

：結

果

0

顧

慮

：は

常

に

第

1

T - 

次

的

な

り

」

ビ

云

へ

る

ジ

f

ム

ス

»

,
ボ

ー

ナ

彳

の

所

f
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內
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.
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s

元
來「

國
富
論」

^
於
て
主
喪
な
る
役
目
を
演
ず
る
は 

ー
自
利
：心
^
.2£
義

な

^

。
：
ン

I
.

ス
ミ
ス
に
.於
て
正
_
皮
は
加
®
ょ
り
の
確
保
に
し
て 

f
 

0從
つ

て

之

れ

が

遵

守

は

社

會

存

立

の

必

«
員
件 

u

し
で
强
制
せ
ら
れ
、

ス
ミK

の
言
葉
を
以
て
云
へ
ば 

\
「

社
會
は
^
慈

な

く

じ

，
て
.存
立
^
る
も
5£
義
に
し
て
侵 

™
犯
さ
る
.れ
ば
忽
ぢ
崩
壤
す」

る
な
&
、
換
言
せ
ば
道
德 

の
：ミ 

ー

r

マ
ム
：セ
-し
て
寒
求
せ
ら
る
、
な
ら
，0
從
つ
て
を 

j

は

，

一

の

消

極

的

德

^

る

に

止

り

終

濟

生

活

の

發

酿

腻

理
 

I

に
非
ず
？
經

濟

生

活
5:
,し
て
.經

濟

生

活

た

ら

し

む

る

所 

.

以
.の
：原
理
尨
各.も
の
は
自
利
心
な6 

.'"

.

1

方

邊

德

情

操

論

」

：に
關
し
，て
は
屢
同
愦
が
そ
の
中 

.心
：な

り

ご

稱.せ
ら

を
V
も
同
情
を
以
て
ス
こ
、、
ス
の
定
義 

し
^
各
如
く「

あ
ら
ゆ
る
感
情
へ
の
；同
感
を
指
稱
す
る 

も
のj

皮
解
し
且
<>
;
之

：を

、
：ス
.ミ
：
ス
の
如
く
、
道
德
的
剑
斷

第十鱗ニニ

第十七卷

(I 、

スニ
ー

.

〕

：
'
0

錄

ア
ダ
ム
®
ス
ミ
ス
の
自
由
生
義
に
就
て



第

十

七

卷( 一

八
i
s

) 

_

錄

ア

グ
t
ス
ミ
ス.の
自
曲
虫
義1-
就
て

の
心
挪
的
雜
碰
ミ
着
做
す
時
ば
、
そ
は
自
刺
心
が
經
濟
な
か
崇
高
ぶ
る
‘ぢ
：の 

生

活

の

中

心

’原
理
相

る

意

味

に

於

て

偸

理

生

活

；の
中
心 

原
.理
れ
る
.に
は
：非

る

如

し

？
自
利
の

原

理

'は
經
濟
生
活
：

の
發
動
因
た
る
も
同
情
は
、
ツ
ァ
ィ
：ス.の
所
言
の
如
く
、

た

父

「

道

德

判

斷

の

載

礎

に

し

て

道

德

的

行

爲

の

必

然
 

的
-

礎

に
#

ず

」

、
I

レ

.

:

,然
ら
ば
菩
人
を
驅
つ
て
强
烈
な
る

自
利
の
欲
求
を
制 

し
て
偷
理
の
一
般
準
則
に
就
が
し
む
る
ぢ
の
は
：何
ど
や 

良
心
之
な
り
。
併
.し
乍
ら
等
し
ぐ
，良

心

ビ

云

ふ

も

不

德 

抑
制
者W

し
て
の
良
心
ビ
善
行
獎
勵
者
そ
し
て
の
良
心 

と

は

を

の

作

用

を

異

に

し

前

者

が

妥

當

な

る

刑

削

に

對

:I 

す

る

恐

怖>£
な
る
に
對
し
後
考
は
賞
讃
に
價
し
た
き
願
一 

0

€

^

f

て
を
の
力̂:
吾
人
：の.欲
情

の

；上
に
振
ふ
ち
の
：(I 

式
な
せ
る
如
し
。

ス
ミ
ス
は
日
く「

多
く
の
場
4
1に
於
て
、
吾
人
を
促
し 

て
徵
高
な
る
德
ヒ
な
さ
し
む
る
も
の
は
人
類
愛
に
非
ず

,

第

十

信

ニ

ニ

一

、
人
格
.の
高
^
、
.尊
貴
，
卓
越
の 

愛」

？(

I

 

.

.

.炉
> 
る
見
.解
を
以
て
す
る
.時
は
自
利
心
に
對
立
す
る 

も
®
は
.良
#u

し
で
同
情
に
非
ず
。
同
情
は
、
道
德
判 

斷
0
心
«
的
甚
礎
な
る
以
上
：

"

"
そ
れ
自
ら
道
徳
判
斷
の 

對

象

奚

b
以
て
僧
値
の
問
題
を
生
ずY

き
訄
现
た
ら 

ず
。
從
づ
"て
、
愤
値
問
題
を
注
^
べ
き
利
己
心
^
は
全 

然
別
種
の
槪
念
に
屬
し
、
本
來
調
和
矛
盾
の
間
題
を
生 

t
 V

き

に

非

.る
f

。

か

く

て

經
濟
生
活
に
於
け
る
自 

利
心
の
地
®
を
、
倫

理

生
活
C

て
占
む
る
も
の
は
狹 

義
の
良
心
彳
延
い
て
は
ス
ミ
ス
の
所
謂「

稱
讃
に
俄
し 

た
き
欲
3 I 

(Love 

o
f

TJra

w'e-worthlness'v 

た
る
2

這
艘
の
欲
望
を
、
自
利
心
ょ
b

發
せ
る
虛
滎
の
不
德 

に
過
ぎ
ず
€

喝
破
せ
る
は
マ
ン
ド
、グ
ィ
ル
な
^
V
O
之
に
止 

ら
ず
奢
侈
、

.1
E
當
な
る
.關
«
に
於
げ
る

K

M

等
を
も

、

憐
人
愛
：P
非
ず
p
'
_ 

v

段
强
烈
な
る」

殷
有
.为
な
る
：愛
情
.
：. 

'
'

觀{.
、：v

完
.谷
な
务
克
；已
の
.
#せ
ざ
.る
が
故
.に
、：不

む
ミ
し
#
も
他
面
に
於
て
、̂
等
が
.人
間
注
活
に
必
耍
：
 

有
用
な
る
を
認
め
て
、
•以
て「

私
人
の
不
徳
は
公
益
：ビ 

な

る」

，
ビ

明

言

し

て

憚

ら

ざ

り

し

は

マ

シ

ド

グ

/•
ル

な

b

o

 

'

ン

:ン

-

ス
ミ
ス
は
之
を
駁
し
て
日
く
U「

最
も
寬
仁
な
る
行
爲 

が
或
®
味
に
於
て
自
愛
ょ
b
發
せ
る
も

の
i
看
做
さ
る 

:

ベ
き
や
を
.余
は
此
處
に
：論

せ

ざ

冷

ぺ

し

:'
0

»
問
題
の
解 

決
は
余
の
解
す
る
處
に
.依
れ
ば
"

德
の
實
在
性
を
樹
立 

す
る
に
«
要
な
る
も
の
に
非
ず
。
自
愛
は
屢
々
有
徳
な 

る
行
爲
動
機
な
る
ベ
け
れ
ば
な
り
0
た

S
余
は
崇
高
な 

る
行
爲
を
爲
3
ん
€
す
る
願
望
を
虛
榮
e
稱
す
る
不
當 

^■
■

る
を
明
に
す
る
を
努
む
ベ
g」

^

®
20
V

ス
，ミ
.ス
は
日
ふ「

自
然
は
人
間
に
附
興
す
る
に
惟
り
、
 

菇
！！

せ

ら

れ

ん

^
す
る
希
求
の
み
な
ら
ず

i
亦
當
に
是 

認
せ
ら
る
べ
き
も
の
た
ら
ん
K
す
る
希
求
を
以
；て
.せ 

ち」
「

前
者
は
た
い
彼
を
し
て
自
己
が
社
會
に
適
す
る
如 

く
見
え
ん
事
を
希
は
し
め
得
る
に
過
ぎ
，ざ
れ
ど
、
後
者

は
、
眞
實
適
せ
ん
：事
を
：配

1«
せ
し
.む
.る
P
必

喪

なh
y

i
 

か
S
る
限
り
に
於
：て

は

後

者

は

全
然
前
者
よ
り
觸
立
せ 

る
も
、
實
^-
-
に
於
て
は
、
人
は
他
人
の
批
評
よ
b
全
然 

逸

脫

す

る

.
を

得

ず

"
自
ら
善
な
信
じ
た
る
處
を
行 

ひ
て
且
つ
實
際
に
も
稱
揚
せ
ら
れ
ん
炉「

彼
等
の
賞
li
t 

.は
：吾
人
®
身
の
實
讃
に
'價
せ
X

の
感
情
を
必
ず
や
强 

む
る
な
ら」

か
、
る
場
合
に
は
マ
ン

ド
、グ
ィ
ル

の
所
説
€ 

反
對
に「

褒
め
ら
れ
た
さ」

(Love of praise)

が「

褒
め 

得
ら
れ
た
さ

へLo
v
e

 

o

叫praise—worthiness 

)

よ
ら
引 

き
出

■§
る
\
の一^
あ̂
；る

一
 

)

(

又
奢
侈「

性
愛
等
に
就
て
も
"
マ
ン
ド
グ
ィ
ル
の
說
は 

結
局
巧
妙
な
る
詭
辯
に
し
て
彼
が
得
意
の
瞥
句
も
、
か 

、
る
*

獄
の
然
ら
し
む
ゐ
處
«

な
せ
b

f

f2L)

'
'然
る
に
ス
ミ
ス
、「

此

0
體

系

が(

マ
ン
ド
'

グ
ィ
ル
の 

偷

理

體

系

を

沄

ふ

)

如
#

| <
#

«

す

べ
: &
■

も
の
に
せ
よ 

何

等

が
.

の

點

に

，
於

て

、

眞

理

K

近

接

せ

る
事

な

し

せ

せ 

ば

か

く

唆

で

に

多

數

の

人

を

撅
§

、
»

く

は
、

®

1

篼
十
七
锻

(
1

八
ニ 

S
丨.

雜

錄

ア
r

t
ス

ミ
：ス
の
自
-s

生
费
挑
-C

m
十
鉞

ニ 

一
H



第
十
七
餘(

ー
八
ー
s)

m

錄

ア
ダ
ム
太
ミ
ス
の
，自
由
虫
義

I-
就
て

第
十
鱗

ニ
ー
 
四

れ
72
る
：原
理
の
友
な
る
人
'々
の
間
に
、
' か
く
ま
で
の
驚 

璐
を
惹
起
せ
し
め
得
る
替
な
し」

？
0
言
辭
を
以
て
、
 

‘自
ら
_
辯
な
>

云̂
へ
る
も
の
の
中
に
眞
理
の：

存
す
る 

を
認
容
せ
b(

龍

)
'

:

パ

そ
の
眞
理
は
何
^

や
。

ス
ミ
ス
は
#

等
述
ぶ
る
^
な 

し
。
若
し
吾
人
の
臆
斷
に
し
て
許
さ
る
.、
な
ら
ば
、
そ 

は
苗
利
心
於
必
ず
し
I

高
雅
^

る
原
理
た
ら
ざ
る
に
.關 

ら
中(

ft
2(
t)

文
明
進
步
の
有
力
な
る
動
因
な
り
.̂

す
る
'
 

:

見
解
に
は
非
ざ
るV

き
か
。

,

.

I
エ
K

ク
ィ
ン
、

キ

ャ
ナ
ン
.は
、「

國
^

g
」

の
序
_
に
日 

く

「
S

利
が
全
經
濟
社
會
：に
有
利
に
作
用
ず
；ミ
の
'信
念 

を
ス
ミ
ス
は
何
處
よ
な
#

た
る
や
。
勿
論
彼
は
自
己
の 

心
中
に
各
を
發
股
せ
し
め
^

る
べ
し
ど
麻
も
、
乂
或
は

マ
ン
ド
グ
ィ
ル
の
硏
究
^

依
>
て
助
せ
ら
れ
た
る
か
の 

«
办 
b」

w(

n:
l
;
-«5〕

.

.

そ

を

何

人

よ

り

得

た

る

に

せ

よ

、

ス

ミ

ス

が

自

利

心

 

を

以

1 :
-

,
« -

_

‘の

發

眩

原

现

<

看

1:
し

た

が

'は

'
明

白

.に

.
し

て

而

し

て

商

時̂
0

>

る(

5
1
1
刺

心

ょ

卜

生

す

る

の

恐

ぁ 

る
：混
.亂
を
防
止
す
べ
.
'き
腺
现
ど
し
て
> 
良
心
を
提
唱
せ 

夺
は
旣
述
の
如
し
。
併
し
乍
ら
良
心
に
侬
る
自
刺
心
の 

抑

制

が

フ

命

法̂
じ

て

要

求

せ6
る

、
に

は1

定

の

限 

库

办

り

。
：
か\
る
限
度
をii
す
.る
も

の

は

即JE
義
の
原 

-

則

な

ち

。
 

；
.

愤
h

經
濟
生
活
の
み
な
ら
ず
道
徳
生
活
に
於
て
も
"

.ス
ミ
ス
は
芷
義
以
上
の
^

行
を
命
法
ミ
し
て
要
求
す
る 

事
な
し
。
仁
慈
博
愛
.！1

勿
論
、
忘
恩
の
如
き
を
さ
え
、恩 

.

人
に
積
極
的
害
毒
を
與
え
ざ
る
が
故
に
、
之
を
强
制
し 

て
報
恩
を
行
は
し
む
对
か
ら
ざ
る
も
の
な
6
ど
論
じ
て 

日
く「

被
害
者
が
，た
た
不
'服
を
云
ふ
は
可
な
り
。«
察
考 

は
注
齿
ど
慫
慂
に
依
る
以
外
に
は
干
涉
ブ
ベ
か
ら
ず
。
 

總
て
.か
、
る
場
合
に
#
間
同
志
が
互
に
、
力
を
用
ぅ
る 

は
傲
慢
f t

越
の
最
も
甚
し
き

も
.

の

な

s

2 t
>)

•
か
：く
.て
經
濟
及
.道
徳
の
兩
生
活
に
於
て
.た
>
JH
義
の 

み
：.强
制
的
に
.要
求
：せ
を
れ
：そ

れ

、
以

_上
は
0
然
'の
仁
慈

k
:信
賴
し
て
可
な
^

rv-JO

す
る
を
、
ス
ミ
ス
が
社
會
觀
な 

6
足
«
し
て
或
は
大
過
な
き
を
鶴
倖
し
得
べ
，
き

か

0 

,
cnj
i
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Chap. 

1 
‘

•

(

五)

‘
洵
に
リ
ス
ト
の
言
へ
る
'如
ぐ
自
發
的
秩
序
は
ス
ミ
ス 

に
f

て
.：旣
存
の
事
實
た
ヶ
：0
«:
會
の
：人
爲
的
«
成
0.
: 

下
に
そ
を
支
配
す
る
0
然
的
«
成
が
、
現
實
の
事
賞
ど 

し
て
横
は
れ
る

な
b

i

2 7)

:.
;

:

然

も

か

、
る
自
然
的
構
成
-

の
支 
配
|1
0'
然
な
る
が
故
に
^
利
な
る
も
の
な
み
o
か 

く
て
自
由
放
任
を
以
て
> 
最
善
最
良
の
政
策
な
0
ご
す 

る
の
主
張
は
殆
ん
ぜ
必
然
的
に
生
れ
來
ら
ざ
る
を
得 

中
。
 

，
.

ア
ダ
ム
へ
ス
ミ
ス
の
自

_

主
_

は
、そ
の
適
用
に
於
て 

ニ
方
面
を
有
す
。

一
は
政
府
干
渉
の
排
除
に
し
て
他
は 

獨
占
の
反
對
な
り
。
投
資
の
自
由
> 

質

易

.
の

自

由

等

は 

前
者
に
屬
し
、
紐
合
の
}

$
i
|
S

は
後
者
の
一
例
た
り
。

仑
を
經
濟
的
に
觀
れ
ば
、
吾
人
の
經
濟
生
活
全
般
に 

渉
り
て
.適
用
せ
.ら
る

、
も
の
な
れ
ど
も
> 
特
に
ス
ミ
ス 

が
反
覆
ヵ
說
せ
るr

點

ぁ

り

.>
投
‘資
の
自
由
.之
な
り
、 

义
ス
ト
の
宜
く
注
意
せ
る
如
く
投
資
は
一
見
特
殊
の
一 

事
な
る
の
觀
ぁ
る
も
、
然
も
そ
は
觅
に1

般
的
意
義
を 

有
す
る
も
の
9
h
y r

國
富
の
直
接
原
因
：た
る
分
勞
は
投 

下
資
本
に
侬
賴
レ
從
つ
て
生
產
®

寒

多

も

水

大

い

に

之 

に
#
賴

す
'0
仑

は

又

使

用

，せ

，
ら

■る
\
勞

働
.の
.量

を

決

眾
 

し

人

口

の

限

度

を
®
す
s
82
:
vか
：
く

て

投

資

の
'

S

由

を

第
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第

十

七

怨

(

1
A
U六)

.
雜

錄 

主
.張
'す
る
事
は
生
產
全
般
に
對
し
て
之
を
去
ふ
に
等
し 

5
も
の
な
ぅ
。

併
し
乍
ら
、

ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
.は
、
生
產
論
に
限 

局

せ

ら

る

、

も

の

に

弗

ず

。

:

:

ス
ミ
ス
の
經
濟
理
論
を
以
て
、
生
诡
論
を
主W

せ

り|

 

、芒
*
し
得
べ
し
^
す
る
な
ら
ば
、
生
產
の
中
心
れ
る
資\ 

‘本
の
形
成
は
彼
に
於
て
颇
る
眞
要
事
た
ら
ざ
る
を
得
一 

ず
。

.

;
:

今
彼
.

S

所
說
を
檢
す
る
に
.「

資
本
增
加
の
直
接
原
因 

，
は
節
約
に
し
て
動
勞
に
非
ず

」
(

fl
:2y
v
な
る
言
辭
の
存 

す
る
以
上
資
本
の
形
成
は
、
生
產
行
爲
ょ
り
も
寧
ろ 

沿
费
行
爲
に
一
層
關
係
せ
ヴ
。
然
ら
ば
消
費
に
就
て
彼
.，

は
如
何
に
主
張
せ
6
や
。
日
く
.「

奢
侈
禁
^
令

又

は

j 

外
國
柰
侈
品
の
輸
入
禁
止
に
依
り
て
、
個
人
の
經
濟
を 

監
視
t
、
そ
の
Yf
i

®
を

_

制

せ

ん

ビ

す

_る
如
き
は
、：®

:

王
及
大
.
K
の
、
無
上
の
生
意
氣
僧
«
の
沙
汰
な
り」

ど
ノ 

(

餘

.3
0

〕

 

' 

.

嬸

十

郷

I
U

六 

池
に
循
環
論
に
’於

..て

彼

が

賃

舄

の

究

全

な

る

自

春
 

カ

說

せ

る

は®
め
て
記
：述

ず

る0
耍
な
か
る
べ
し
。

ス
：
ミ
ス
の
自
由
主
義
♦か
分
-配
論
に
も
適
用
せ
ら
る
く 

も
の
な
る
や
を
定
む
る
は
' 
そ
の
自
ri
l
主
義
な
る
語
.が 

完

全

な

る

固

曲

主

義

：を
意
：味

す

る

な

ら

ば

”
前
述
の
場 

合
の
如
く
に
は
容
易
な
ら
中
。

:

「

之
が
爲
に
は
、
分1

の
問
題
が
ス
ミ
ス
に
依
り
て
如 

何

に

取

り

扱

は

れ

た

^
か

を

知

ら

ざ

る

ベ

か

ら

ず

。

シ

ャ

丨

ル•

リ
'
ス
ト
は
ス
ミ
ス
を
以
て
分
配
公
平
の 

問
題
に
全
然
關
ら
ざ
り
し
も
の
ビ
な
せ
る
も
翁
31)

「

文 

明
祉
會
に
於
て
は
：分
勞
は
.存

す

^

も
平
等
な
る
分
配
は 

存
す
る
事
な
.し
。
富
裕
の
分
配
は
勞
作
に
此
例
せ
す
。
 

商
人
の
勞
働
は
そ
の
事
觀
員
等
の
勞
働
ょ
り
少
な
る 

も
、
そ
の
寫
裕
は
、
彼
等
全
體
の
富
裕
ょ
り
犬
な
り
？

.

而
し
て
亦
-彼
等
事
務
員
は
使
用
^
.る
、
都
一
層
大
な
る

等

數

の

エ

匠

ょ

り

も

數

倍
.

の

所

有

を

有

す

。

室

办

に

て
 

安

易
: ^

勢

働
.

ぜ

を

ェ
.

底
| ^

、
.

依

み

^;
.{
.
、
重

き

'.足
を

.製
，

r

y

A

o
ス

ミ

ス

の

自

曲

主

義

に

，就

て

ぶ
贫
賤
な
る
勞
猶
者
ょ
り
遙
に
多
く
を
所
有
す
。
か
く 

て
社
兪
の
®
荷
を
負
：へ
る
者
が
®

な̂
る
利
益
を
得
る 

如

し」

ど
沄
ベ
る

「

_
義
し
中
の
所
胃
ハ
^
^

〕

-1
佛
蘭
两
は 

北
米
ょ
h

m
に
富
裕
な
る
_
«■
れ
ダ」

も
，
富
の
分
配
が 

1

層
不
氺
等
な
る
が
爲
に
、
食
®
ヾ

」

乞
焉
ヾ」

は

爲
せ
る
_

な
レS

.

)

杏
這
個「
講
義」

又
は「

國
常
論」 

#
の
所
言
は
、分
配
の
制
度
そ
の
も
の
は
別
ど
し
て
、
少 

く
皮
も
分
配
の
狀
態
に
就
き
て
は
、
木
滿
Mな

-®'

し
も 

の
^
解
す
る
を
適
當
ヒ
す
べ
し
。
併
し
乍
ら
、
現
狀
の 

非
雛
は
、
直
ち
に
自
ぬ
双
任
論
を
否
€
す
る
も
の
^
非

ml
者
の
國
R
遙
に
多
し」

V

云

へ
る「

國
富
論」

中
の
；

す
。
否
反
對
に
現
在
の
不
幸
ご
缺
陷
ヒ
は
、
ス
三
ス

所

言
ff

if
e

y

は
、
.か
.、
る
y

定
の
稍
.々
不
穩
當
«

る 

を
瞭
す
る
に
俎
る
も
の
な
る
べ
し
°

併
し
乍
ら
> 
か 

>る
分
配
の
木
平
等
を
、
如
何
比
し 

て
救
«
緩
和
す
ベ
き
か
を
，、

遂

に

ス

ミ

ス

は
論
す
る
事 

な
し
A:

こ
の
意
味
に
於
て
リ
ス
.：ト
の
言
葉
は
0

f

 

ぞ1K

ふ
べ
し
。
ス
ミ
ス
は
;«:
默
せ
b
::
o
此
の
沈
默
を
如 

:

何
に
解
すY

き
か
。

ジ
ス
ト
の
敎
ふ
る
所
^
し
て
誤
謬
な
し
皮
せ
ば
パ
ス 

チ
ア
派
の
樂
天
論
者
：は
現
在
の
富
の
分
配
を
以
て
可
能 

的
最
公
平
な
る
も
の
^
な
せ
る
如
く
な
る
も
、
こ
の
ス 

.n:

マ
ヤ
ヲ
久
ド
の
樂
天
論
者
^
、
嘗
つ
て
か
>
る
言
辭
を

b

從
へ
ば
自
然
に
逆
ら
へ
る

ょ

り

し
て
起
れ
る

も
の
な
る 

を

以

て

か

、
ふ
非
雛
.は
却
0
で
自
*

主
義
を
 
一
]#
カ

_
 

す
る
の
根
據
た
る
も
の
な
國
富
論
第
四
編
の
前
半 

k
、
現
實
の
諸
制
度
が
最
も
辛
鍊
に
攻
擊
せ
ら
れ
た
る 

部
分
な
る
ざ

向

時

じ

S
F1
J
--
K
義
が
最
も
明
快
に
ii
iM
せ 

ら
れ
れ
る
部
分
^
る
な
^
N
o

か

く

て

罟

人

は

ス

ミ

ス

の

自

由

主

_

を

以

て

、

經

濟

 

生
活1

.

般
に
適
用
せ
ら
れ

若

く

は
、
せ
ら
る
ベ
き
も
の

饼
し
乍
ら
、
此
の
如
&

»
大
ft
l
it
'
に
し
て
個
々
ft
殊 

の
場
合
に於

：：

て
は
、
そ
の
自
_
主
_
は
様
々
な
f
制
限
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八
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M

I
曝 :.

を
受
< 
る
も
の
に
し
て
.疋
義
支
.持
者
€

3
て
の
國
_
强 

M
#-
は
{谷
！i

及「

M
[«
/
は

繁

榮

ょ

も

龜

に

重

要

な

り

し
 

(

聽

〕

ど
な
せ
る
如
き
、
そ
の
a
要
な
る
も
の
な
れ 

Vj

稍
々
岐
論
R
涉
る
の
嫌
あ
る
を
以
て
此
處
に
は
論
蜂 

ず
、
.た
>
彼
の
，H
由
主
義
が
、
肖
然
的
制
度
を
可
及
的 

實
現
せ
し
め
ん
，/

」

す
る
要
求
に
甚
け
る
政
策
的
主
張
に 

し
で
從
つ
て
、自
然
が
強
制
^
!〒
渉
を
要
求
す
る
時
は
、 

之
に
0

路
す
へ
.き
も
の
^
.る
.
.を
記
す
.る
に
止
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む
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7
ダ
A
«

.ミ

ス.
の
自
由
虫
義
に
躭X

M
叶
1

以
上
ス

' ふ 
ス C(7)
根
本
!&
想
を ，

シ

ヤ

«w<

バ

ス

b

，
®

に
進
ん
.で

「

明
白
堪
純
な
る
自
然
的
自
由
の
制 

度」

が
一
の
■理
想
ミ
し
て
、
不
可
逯
成
理
念W

し
て
、揭 

げ
出
さ
る
、

に
到
り
し
も
の
亡
解
し
得
べ
き
が
如
し
。

然
ら
ぱ
如
何
に
し
て
ス
ミ
ス
は
此
處
に
到
b
し
か
。
 

之
に
對
す
る
答
は
一
に
し
て
北
ら
ざ
る
べ
き
は
明
な
れ 

ど「

そ
は
俾
說
^
權
威
の
代
り
に
理
性
を
置
か
ん
ビ
欲 

す
る
1
般
的
な
、惟
办
英
國
に
在
ら
參
全
西
ヨ
丨
ロ
ッ
パ
：
 

的
運
動
に
侬
力
て
な
り
、
復
活
せ
る
，ス
ト
‘ア
流
の
^

»

: 

に
依
れ
ば
合
理
的
な
る
も
の
は
、
同
時
に
自
然
的
な
る 

も
の
な
ト
、
。
か
く
て
總
ゆ
る
現
實
の
天
®

的
宗
敎
の
上 

に
自
然
宗
敎
菩
く
は
.理
性
敎
ビ
呼
ば
れ
^'
る
も
の
が
、 

現
實
の
法
制
の
上
に
S
然

權

即

ち一

.般
的
自
由
が
そ
れ 

ょ
り
出
づ
べ
き
一
般
的
平
等
權
が

.

t

宗
敎
的
超
越
的
論 

迦
の
^
に
力
シ
ー
ラ
ン
ド
に
f

自
然
論
理
が
、
.
.傳
統

、
 

的
反
0
然
的
敎
育
學
の
上
に
自
然
敎
.育
學
が"

■
頭
せ
.： 

•り
。
實
に
ス
ミ
ス
は
；自
然
權
及
自
ら
完
成
せ
る
自
然
偷
' 

理

の

信

者

な

り

き

。
而
し
て
同
時
に
彼
ゆ
經
濟
に
.於
て

第
十
七
卷

C

一
 
八
ニ
九〕

雜

錄

カ

，丨
ジ
デ
ィ
！ 私

評
し
て
.一
そ
は
_
然
の
寬
淳
に
對
す
る
辦
4
-八
此
じ
. 

の
，
餘
&
に
素
W
な
る
■
賴
の
反
映
に
す
ぎ
ず
。

I

 

.

論
埋
的
議
論
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